
B R O C A D E

C
U

ST
O

M
ER

 S
U

C
C

ES
S 

ST
O

RY

オージス総研がバックアップ統合に
総配線長と転送速度で優れるSANを採用

大阪ドームのすぐ隣、木津川のたも

とに本社を構える株式会社オージス

総研は、大阪ガスの情報システム部

門が独立して1983年に誕生した情報

企業です。事業内容は多岐にわたり

ますが、その1つ、サポート・サー

ビス事業部では、コンピューター・

ネットワークの企画設計、運用監視、

ユーザー・サポート、アプリケーシ

ョン・サービス・プロバイダー

（ASP）などの業務を担当しており

ます。大阪ガスなどのデータ処理を、

耐震構造で建設されたオージス総研

データセンターで行っています。

オージス総研の悩みの一つは、サー

バー内の基幹データベースのバック

アップでした。センター内には20台

以上のサーバーがあり、それぞれに

バックアップ用のテープ・ライブラ

リーをダイレクト接続していました。

個別にバックアップしていたことか

ら、作業には多くのマンパワーを必

要とし、オペレーション・ミスも起

きやすいという問題がありました。

そこで考え出されたのが、バックア

ップ先をファイバー・チャネル（FC）

接続のテープ・ライブラリーに統合

するという解決策でした。SCSIで

は最大ケーブル長が25mであるため

にテープライブラリーとサーバーの

配置が制限されますが、SANの基

　

盤技術であるFCの最大ケーブル長

は500mとそれよりもはるかに長く、

サーバーからテープ・ライブラリー

までの距離を伸ばすことができるか

らです。またデータ転送速度が高い

ことも、SANを選択するもう1つの

理由となりました。

導入作業が始まったのは2000年12月

です。最初の段階ではFC対応のテ

ープ・ライブラリー（StorageTek 

L700）に2基のFCスイッチ（SilkWorm 

2400）を取り付けて、テスト用サー

バー4台による実証テストが行われ

ました。この成績が良好だったこと

から、ストレージの統合を目的に3

台のFC対応ディスク・アレイ（日

立SANRISE）を導入したほか、ブ

ロケードコミュニケーションズシス

テムズのSilkWorm 2800（16ポート

仕様）も4基追加して、2001年4月か

ら本格稼働を開始しています。

人件費削減とサービス・レベルの向上

そしてバックアップ時間の短縮を達成

�

バックアップの統合をSANで実現

したことで、「人件費削減とサービ

ス・レベル向上の2つの効果が現れた」

とオージス総研の運用管理マネージ

ャーは語っています。まず、人件費

については、テープ・ライブラリー

を操作するためのマンパワーが減り

大阪ガスを母体とする情報企業、オージス総研では、センター内に設置さ

れたサーバーのバックアップをSAN対応テープ・ライブラリーに統合する

ことで、人件費の削減とサービス・レベルの向上に成功しました。新規シ

ステムから段階的にSANを導入していった結果、本格稼働後の1年で総ス

トレージ容量2TBのSAN化を達成しました。現在も、拡張計画は進行中で

す。

●技術的課題：

センター内に多数設置されたサーバ

ーのバックアップを統合することで、

オペレーターの人件費の削減とサー

ビス・レベルの向上を高めること。

さらに、可能であれば、バックアッ

プの所要時間も短縮すること。

�

●ソリューション：

運用管理者の生産性向上とストレー

ジ シ ス テ ム の 性 能 向 上 の た め の  

Brocade ファブリックスイッチ

�

●成果：

・バックアップの運用にかかわる

　人件費の削減を実現

・テープカートリッジ交換をなくし

　て、オペレーション・ミスを削減

・バックアップ時間を40%短縮

・9億円にも上る ROI を実現

概　要
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ました。オージス総研ではカートリッジを入

れたままで運用できる自動化テープ・ライブ

ラリーを以前から使用していますが、それで

も、データ容量が装置あたりの容量を超えて

しまうと、カートリッジの交換を手作業で行

う必要が生じます。しかし、FC接続のテープ・

ライブラリーにバックアップしているサーバ

ーでは、データ容量が当初の想定より増えて

も手作業は発生しません。なぜなら、超過し

たデータ容量は、L700にセンター全体で確保

している予備の容量でカバーできるからです。

サービス・レベルの向上も、このカートリッ

ジ交換に関係があります。交換作業はオペレ

ーターによる手作業となりますから、運用指

示書でいくら徹底を図っても、オペレーショ

ン・ミスをゼロにできる保証はありません。

しかし、センター全体のバックアップを自動

化されたテープ・ライブラリーに統合する新

しいやり方では、そうしたケアレスミスを根

本的に排除できます。

バックアップに要する時間も短くなりました。

サーバーのリプレースが行われた業務システ

ムで比較測定をしたところ、リプレース前の

SCSIベースのダイレクト接続型テープ・ライ

ブラリーでは3時間34分（214分）を要してい

た60GBのバックアップ処理が、リプレース

後のSAN対応テープ・ライブラリーでは2時

間10分（130分）で終了することが分かりま

した。ハードウェア構成が同一ではないので

単純には比較できませんが、計算上は、およ

そ40%の時間短縮ができたことになります。

�

このシステムのROI（投資回収率）を計算し

た結果、正味現在価値が9憶649万1000円、内

部利益率が525%となりました。実に投資回

収期間が2ヶ月という素晴らしい成果を出し

ています。

データ容量とサーバー台数の

増加に備えてポート増設を計画中

�

このようなSANベースの統合化バックアップ・

システムを支える管理ソフトウェアには、業

界標準のソフトウェア製品が採用されています。

バックアップ管理に使われているのは、

VERITAS NetBackupです。業務システム用

サーバー群とは別に1台のサーバーを用意して、

SANに接続された全サーバーのバックアップ

を行わせています。

�

また、システム管理ソフトウェアとしては、

サーバー群の管理にコンピュータアソシエイ

ツのUnicenterまたはIBMのTivoli、メインフ

レームを含めたセンター全体の障害監視に

BMCソフトウェアのプラットフォーム・マ

ネージメント・ソフトウェアのPATROLを

使用しています。SilkWormやSANRISEとい

ったSAN装置についても、PATROLにより

障害監視しています。

�

メインフレームからの移行やリース切れサー

バーのリプレースが今後も続くと想定される

ことから、オージス総研ではSANの拡張計画

をすでに始動しています。

�

メインフレーム環境に導入されたSANRISE

がUNIXサーバーからもアクセス可能な機能

を利用し、これをSAN環境4台目のディスク

装置として参加させ、SAN環境に接続された

サーバーとメインフレームとのデータ交換を

実現しようとしています。

�

今後、より多くのサーバーにサービスを提供

できるようにと、FCスイッチの増設やポー

ト数の追加も計画に盛り込まれています。す

でに80ポートを使っているわけですから、次

のステップとして考えられるのは128ポート

の構成です。ハードウェア仕様からは128ポ

ート仕様のSilkWorm 12000も魅力的ですが、

サーバーが一挙に増設されるわけではないの

で、Silk Worm 2800 の後継機種であるSilk

Worm 3800を段階的に追加していくという漸

進的な拡張も可能です。一気に大規模に導入

することも、小規模に導入し徐々に拡張する

こともできるというのはSANのひとつの利点

です。


